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結果がでたので，この場を借りて紹介す
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の文書レファレンスを何回利用したかを
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反して，意外に少ならという結果がでた，

多年にわたる利用と，同時依頼件数の多

さ，依頼のくどさなどが担当者の印象に

強く残るのであろう。

　大学図書館は，．分館などを独立した依

頼者として集計した。1回だけの利用は・

他に比べて最も少なく，頻繁な利用が多

いという特徴ぶよく出ている6

　その他の機関は，個人利用者と大学図

書館との中間め傾向となっている。　t

　利用頻度と調査依頼件数とが比例する

ものではないことは，冠丁丁欄に示したと

おりである。また，調査の難易とも無関

係であることはいうまでもない。

　　大都市圏住民および旧帝大系大学，県

　立レベルの図書館には，頻繁な利用者が

　少ないという傾向をうかがうことができ

　る。’

　　この年度の，2，792通，7，557件の文書

．’ 激tァレンスは，964人と434館，合計1，

　398人・館が対象であったととになる。

　　1人（館）当り平均利用回数は1．9回で

　ある。

　　1回だけの利用者を除外した1人（館）

　当り平均利用回数は4．6回で，内訳は個人

　3．1回，・大学図書館7．1回，．その他3．8回で

　あった。tt
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